



























A preliminary study of foreign residents in Nagoya 
from Meiji to early Showa era
Tatsuya YOSHIDA














古屋市統計書』を利用している  3） 。筆者も名古屋市在住のタタール人コミュニティに関する論考






















28～ 42年（1895～ 1909）までのものについては記載がなく，明治43～昭和6年（1910～ 31）
は各年「12月31日」，昭和7～ 8年（1932～ 33）は単に「昭和7あるいは8年」，昭和9～ 13年（1934
～ 38）は「昭和○年末」と記されている  7） 。 
明治～昭和前半期における名古屋市在留外国人に関する予備的考察
― 79 ―













ア メ リ カ 　　18（17）※3 19（15） 9（15） 14（13） 14（16）
イ ギ リ ス 4（4） 5（6） 3（5） 5（4） 5（9）
フ ラ ン ス 1 1 1 1 3
ド イ ツ 1 1 1




























ア メ リ カ 13（14） 13（14） 9（20） 13（19） 15（20） 15（22）
イ ギ リ ス 5（4） 5（3） 4（8） 1（5） 1（5） 1（6）
フ ラ ン ス 2 3 3 1（1） 3 4
ド イ ツ 1
中　　 国 1 11 15 15
合　　計 21（18） 21（17） 17（28） 26（25） 34（25） 35（28）















ア メ リ カ 7（20） 23（21） 12（18） 9（15） 12（16） 12（15）
イ ギ リ ス 2（7） 2（6） 1（3） 1（4） 3（8） 10（8）
フ ラ ン ス 1 2（1） 1 1
ド イ ツ 1 3（3） 1（1） 2 2（1） 4（1）
中　　 国 6 6 5 6（1） 25（1） 33（2）
韓　　 国 1 1 4 10
フィリピン 1 2


















ア メ リ カ 15（12） 18（12） 19（10） 14（13） 18（19） 13（13）
イ ギ リ ス 5（4） 7（5） 2（1） 4（6） 7（6） 2（1）
フ ラ ン ス 1 1 1
ド イ ツ 4（1） 3（1） 3（1） 4（1） 4（1） 5（1）
中　　 国 47（6） 41（5） 51（6） 38（5） 32（4） 35（1）
そ の 他 13（4） 7（5） 8（7）
合　　計 85（27） 70（23） 83（23） 60（25） 61（30） 63（23）











ア メ リ カ 18（28） 18（19） 10（2） 18（19）
イ ギ リ ス 16（16） 8（6） 20（19） 9（8）
カ ナ ダ 5（8） 3（4） 2（1）
フ ラ ン ス 1
ド イ ツ 19（15） 22（19） 32（19） 25（29）
オ ラ ン ダ 1（1） 4（2） 4（2） 2（1）
ポ ル ト ガ ル 3（3）
チェコスロバキア 1（1） 1（1） 1
ス イ ス 1 2
中 　 　 国 491（94） 362（156） 155（72） 153（68）
満 州 国 12（3） 10（2） 9（2）
ロ シ ア 28（22） 33（28） 29（26） 26（24）
ト ル コ 3（2）
フ ィ リ ピ ン 1 2
タ 　 　 イ 8 9
そ の 他 8 4 2
合　　計 576（178） 476（245） 279（147） 260（152）

















1 　 10/25※3 3/12 1/1 1/3 15/41
2 10/25 3/12 1/1 1/3 15/41
3 10/27 2/9 1/1 1/1 1/3 15/41
4 10/27 2/9 1/1 1/3 14/40
5 10/27 2/9 1/1 1/3 14/40
6 10/27 3/10 1/1 1/2 15/40
7 10/27 2/8 1/1 1/2 14/38
8 10/27 2/8 1/1 1/2 14/38
9 10/25 2/8 1/1 1/2 14/36
10 10/25 2/8 1/1 1/2 14/36
11 11/28 2/8 1/1 1/2 15/39





1 11/32 3/13 2/3 1/1 17/49
2 11/32 3/13 2/3 1/1 17/49
3 11/32 5/13 2/3 1/1 19/49
4 11/32 4/13 2/3 1/1 18/49
5 11/32 3/13 2/3 1/1 17/49
6 11/28 3/13 2/3 1/1 17/45
7 11/28 2/8 2/3 1/1 16/40
8 10/28 2/8 2/3 1/1 15/40
9 10/28 2/8 2/3 1/1 15/40





11 10/28 2/8 2/3 1/1 15/40
12 10/28 3/11 2/3 1/1 16/43
明
34
1 13/33 3/11 2/3 1/1 19/48
2 13/33 3/11 2/3 1/1 19/48
3 13/33 2/8 1/2 1/1 17/44
4 12/32 2/8 1/2 1/1 16/43
5 12/32 2/8 1/2 1/1 16/43
6 12/32 2/8 1/2 1/1 16/43
7 11/31 2/8 1/2 1/1 15/42
8 10/29 2/8 1/2 1/1 14/40
9 10/29 2/8 1/2 1/1 14/40
10 10/29 2/8 1/3 1/1 14/41
11 10/29 2/8 1/3 1/1 14/41
12 9/25 2/8 1/3 1/1 13/37
明
35
1 10/31 2/4 2/9 2/4 1/1 17/49
2 10/31 2/4 2/9 2/4 1/1 17/49
3 10/31 2/4 2/9 1/3 1/1 16/48
4 10/32 2/4 2/9 1/3 1/1 16/49
5 9/33 2/4 2/9 1/3 1/1 15/50
6 9/33 2/4 2/9 1/3 1/1 15/50
7 9/33 2/4 2/9 1/3 1/1 15/50
8 9/33 2/4 2/9 1/3 1/1 15/50
9 8/33 2/4 2/9 1/3 1/1 1/1 15/51
10 8/33 2/4 2/9 1/3 1/1 1/1 15/51
11 8/34 2/4 2/9 1/3 1/1 1/1 15/52
12 8/34 2/4 2/9 1/3 1/1 1/1 15/52
明
36
1 10/38 2/4 2/9 1/3 1/1 1/1 17/56
2 10/38 2/4 2/9 1/3 1/1 1/1 17/56
3 10/38 2/4 2/9 1/3 1/1 1/1 17/56
4 8/34 2/4 2/6 1/2 1/1 1/1 15/48
5 9/37 2/4 2/6 1/2 1/1 2/10 17/60
6 9/36 2/4 2/6 1/2 1/1 2/10 17/59
7 9/36 2/4 2/6 1/2 2/10 16/58





9 9/36 2/4 2/6 1/2 4/13 18/61
10 9/31 2/4 2/6 1/3 3/9 17/53
11 9/27 2/4 2/6 1/2 4/12 18/51





1 11/36 4/9 1/2 2/11 18/58
2 11/39 4/11 1/2 1/9 17/61
3 11/39 4/11 1/2 1/9 17/61
4 11/39 4/11 1/2 1/5 17/57
5 11/40 4/11 1/2 1/5 1/2 18/60
6 11/40 4/11 1/2 1/5 1/2 18/60
7 11/40 4/11 1/2 1/5 2/3 19/61
8 11/40 4/11 1/2 1/5 1/1 18/59
9 11/40 4/11 1/3 1/5 17/59
10 11/40 4/11 1/3 1/5 17/59
11 11/41 4/11 1/3 1/5 17/60






 　愛知県編纂の公式統計記録である『愛知県統計書』の第1巻は，明治11～ 12年（1878～ 79）
を扱い，明治14年（1881）に刊行された。「郡市」ごとの「在留外国人」に関する記録が記され
るようになるのは，明治40年（1907）である。以降，大正6年（1917）まで毎年の記録が存在














1 　 15/42※3 3/6 1/1 1/1 2/3 22/53
2 14/41 3/6 1/1 1/1 2/4 21/53
3 14/40 3/6 1/1 1/1 2/4 21/52
4 14/40 3/6 1/1 1/1 2/5 21/53
5 14/40 3/6 1/1 2/2 2/3 22/52
6 17/46 3/6 1/1 2/2 2/3 25/58
7 18/46 3/6 1/1 3/3 2/4 27/60
8 18/49 3/6 1/1 3/3 2/5 27/64
9 18/50 3/6 1/1 3/3 2/5 27/65
10 18/50 3/6 1/1 3/3 2/5 27/65
11 17/49 3/6 1/1 3/3 2/5 26/64
12 17/50 3/6 1/1 2/2 2/5 0/1 25/65
明
41
1 17/49 4/5 1/1 1/1 3/4 0/2 26/62
2 16/40 3/4 1/1 3/4 3/3 0/2 26/54
3 16/41 3/4 1/1 3/4 2/4 0/2 25/56
4 16/41 3/4 1/1 3/4 2/4 0/2 25/56
5 16/41 3/4 1/1 3/4 3/9 0/2 26/61
6 14/49 3/4 1/1 3/4 3/9 0/4 24/71
7 13/44 3/4 1/1 3/4 3/9 0/4 23/66
8 13/48 3/4 1/1 3/4 3/9 0/4 23/70
9 13/48 3/4 1/1 3/4 4/12 0/4 24/73
10 11/37 3/4 2/3 3/4 4/12 0/4 23/64
11 11/37 3/4 2/3 3/4 3/6 0/4 22/58
12 11/30 3/4 2/3 2/2 0/4 0/4 18/47
明
42
1 10/30 3/3 1/1 2/2 2/3 1/6 19/45
2 10/26 3/3 1/1 2/2 2/3 1/6 19/41
3 9/25 4/4 1/1 2/2 3/4 1/6 20/42
4 9/25 4/4 1/1 2/2 3/4 1/6 20/42
5 9/25 4/4 1/1 2/2 2/3 1/6 19/41
6 9/25 4/4 1/1 2/2 2/3 1/6 19/41
7 9/26 4/4 1/1 2/2 2/2 1/6 19/42
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8 10/27 3/3 1/1 2/2 2/2 1/6 19/41
9 10/27 3/3 1/1 2/2 2/2 1/6 19/41
10 10/27 3/3 1/1 2/2 3/5 1/6 20/44
11 10/27 3/3 1/1 2/2 3/5 1/6 20/44
12 10/25 5/5 1/1 2/2 3/7 1/10 22/50
明
43
1 12/31 6/6 1/1 3/3 2/5 　 0/1※4 24/47
2 11/26 5/5 1/1 3/3 4/4 0/1 24/40
3 11/28 6/7 1/1 3/3 4/4 0/1 25/44
4 11/27 6/7 1/1 3/3 4/6 0/1 25/45
5 11/27 6/7 1/1 3/3 4/10 0/1 25/49
6 10/28 6/7 1/1 3/3 4/10 0/1 24/50
7 9/25 6/8 1/1 3/3 4/11 0/1 23/49
8 10/25 5/8 1/1 3/3 7/22 0/1 26/60
9 10/25 5/8 1/1 3/3 6/26 0/1 25/64
10 10/25 5/10 1/1 3/3 5/17 0/1 24/57
11 10/26 5/10 1/1 3/3 5/31 0/1 24/72
12 11/18 6/11 1/1 3/3 5/31 0/1 26/65
明
44
1 13/31 5/11 1/1 3/3 3/19 25/65
2 13/31 5/11 1/1 4/5 3/19 26/67
3 14/31 5/11 4/5 3/14 26/61
4 13/28 6/14 4/5 3/14 26/61
5 12/25 7/17 4/5 3/14 26/61
6 12/25 7/17 4/5 3/14 26/61
7 12/26 7/17 1/1 4/5 6/30 30/79
8 12/26 7/17 1/1 4/5 6/30 30/79
9 12/26 7/17 1/1 4/5 6/30 30/79
10 11/26 7/18 1/1 4/5 3/25 　 0/1※5 26/76
11 11/26 7/18 1/1 4/5 2/9 25/59
12 11/32 7/18 1/1 4/4 2/6 25/61
明
45・大元
1 11/29 6/17 1/1 3/5 4/21 　 0/1※6 25/74
2 11/29 6/17 1/1 3/5 4/21 0/1 25/74
3 11/29 6/17 1/1 3/5 4/24 0/1 25/77
4 9/27 7/18 1/1 3/5 3/21 0/1 23/73





6 9/27 7/18 1/1 2/4 3/20 0/1 22/71
7 9/27 7/18 1/1 2/4 3/20 0/1 22/71
8 9/27 7/18 1/1 2/4 3/22 0/1 22/73
9 9/27 7/18 1/1 2/4 3/28 0/1 22/79
10 9/27 7/18 1/1 2/4 3/26 0/1 22/77
11 9/27 7/18 1/1 2/4 2/26 0/1 21/77
12 8/25 7/18 2/4 2/30 0/1 19/78
大
2
1 16/28 9/20 3/4 28/38 56/90
2 16/28 9/20 3/4 28/39 56/91
3 17/31 9/20 3/4 29/40 58/95
4 17/31 9/20 3/4 33/44 62/99
5 18/35 9/20 1/1 3/4 30/37 61/97
6 17/34 14/25 1/1 3/4 30/37 65/101
7 17/34 14/25 1/1 3/4 33/40 68/104
8 16/33 14/25 1/1 3/4 40/45 74/108
9 19/35 14/25 1/1 4/5 46/52 84/118
10 18/34 12/20 1/1 4/5 47/53 82/113
11 18/34 10/20 1/1 4/5 46/52 79/112
12 18/34 10/20 1/1 4/5 49/55 82/115
大
3
1 11/13 10/20 1/1 4/5 11/57 37/96
2 10/27 10/20 1/1 4/5 13/52 38/105
3 9/24 10/20 1/1 4/5 14/51 38/101
4 9/25 9/19 1/1 4/5 13/58 36/108
5 9/25 9/18 1/1 4/5 13/50 36/99
6 9/25 8/13 1/1 4/5 13/49 35/93
7 9/25 8/13 1/1 4/5 15/53 37/97
8 9/26 8/11 1/1 4/5 15/54 37/97
9 9/27 8/14 1/1 3/4 14/49 35/95
10 9/26 8/14 1/1 3/4 12/49 33/94
11 9/26 6/13 1/1 3/4 12/48 　 1/4※7 32/96



















米 英 加 独 中 比 波
大 4 　　27（0）※10 　　27※11 10 5 43 85
大 5 23（1） 34 13 5 40 92




 1.4　『新愛知年鑑』 9） 
 　本史料は，新愛知新聞社などによって，昭和8～ 16年（1933～ 41）にかけて昭和9～ 17年（1934
～ 42）版が発行された。それらのなかで，表4にあるように，昭和6年（1931）末，昭和10年（1935）
5月末，同年（1935）12月末，昭和12年（1937）末，昭和13年（1938）6月，同年（1938）末時














　　米※ 2 　 18（28）※3 15（25） 13（17） 10（2） 17（11） 18（16）
英 16（16） 7（5） 8（6） 20（19） 11（6） 9（8）
加 8（5） 5（8） 3（4） 5（4） 2（1）
独 19（15） 20（25） 21（18） 32（19） 20（16） 25（29）






チ 1（1） 1（1） 1（1） 1　　 1　　
ハ 1（0） 1　　
ス 1　　 1　　 1　　 2　　
西 1　　
中 491（94） 385（96） 301（146） 155（72） 161（84） 153（68）
満 11（7） 6（4） 10（2） 4（3） 9（2）
露 28（22） 33（21） 35（31） 29（26） 15（18） 26（24）
土 3（2）
印 2　　 1　　
比 2　　 2　　 1　　 1　　 2　　
タ 2　　 8　　 10 　　 9　　
無 5　　 1　　 2　　
合計 576（178） 492（190） 403（237） 279（147） 254（143） 　 260（149）※4
※ 1：『新愛知年鑑』昭和 9～ 16年版をもとに作成。
※ 2：表 4の国名等と『新愛知年鑑』に記されている国名とはそれぞれ次のように対応している。
米：北米合衆国（昭和9～ 10）・米国（昭和12～ 13），英：イギリス（昭和9～ 10）・英国（昭和12～ 13），









※ 4：昭和 13年末の女性の合計は，『新愛知年鑑』では 152人になっているが，実際の計算では 149人。
 1.5　その他の史料 
 ①『The Japan Directory』 
 　ジャパン・ガゼット社が発行した『The Japan Directory』では，明治36年（1903）と同37年
（1904）のものに，名古屋市の「Foreign Residents」が記されている  12） 。明治36年（1903）は25
人，同37年（1904）は33人の，それぞれ男女混合で名前（アルファベット表記）・住所・所属
教会などが記されているが，各人の国籍はない。表1 ― 2を参照すれば分かるように，『The Japan 
Directory』に記されている外国人は各年の名古屋に居住していた外国人全員ではない。また，そ

















～ 1917），『新愛知年鑑』は昭和6，10，12～ 13年（1931，1935，1937～ 38），『経済便覧』は
明治34年（1901）の名古屋市在留外国人の記録が記されている。そして，複数の史料の数値が
みられる年代は，明治31，33～ 36，38，40～大正6，昭和6，10，12～ 13年（1898，1900～











米※1 英 大 仏 独 中 朝 露
明
31 3～8月○
※2 3～5月○ 両方なし ○ 3月○ 両方なし 名なし 両方なし
明
33 × × 両方なし × ○ 両方なし 両方なし 両方なし
明
34 × 3～12月○ 両方なし
1～2，
10～12月○ 名なし 両方なし 両方なし 両方なし
明




36 12月○ × 名なし
4～9，
11～12月○ 名なし × 両方なし 両方なし
明























 　両史料で外国人人口数が記されている年代の数値の比較を，表6 ― 1・2としてまとめた。 表5と
同様に各数値は殆ど一致しない。『名古屋市統計書』の数値と『愛知県統計書』の数値が一致し，










米 英 大 加 仏 独 露 瑞
明40 × 愛なし 名なし 両方なし ○ × 両方なし 両方なし
明41 12月○ 愛なし 名なし 両方なし 10～12月○ 12月○ 両方なし 両方なし
明42 × 愛なし 名なし 両方なし × ○ 両方なし 両方なし
明43 3・6月○ 12月○ 両方なし 両方なし ○ ○ 両方なし 両方なし
明44 × 10～12月○ 両方なし 両方なし 名なし 2～11月○ 名なし 両方なし
明45・
大元 4～11月○ × 両方なし 両方なし 1～11月○ 1～4月○ 両方なし 両方なし
大2 × × 両方なし 両方なし 5～12月○ 4～8月○ 両方なし 両方なし
大3 × × 両方なし 両方なし ○ 9～12月○ 名なし 名なし
大4 ○ ○ 両方なし 両方なし 両方なし ○ 両方なし 両方なし
大5 × ○ 両方なし 両方なし 両方なし × 両方なし 両方なし
大6 × ○ 両方なし 名なし 両方なし ○ 両方なし 両方なし
表6―2：『名古屋市統計書』と『愛知県統計書』に掲載されている欧米以外の各数値の比較（明治40～大正6年）
中 韓 比 印 波 他
明40 × 12月○ 両方なし 両方なし 両方なし 両方なし
明41 × 6～ 12月○ 両方なし 両方なし 両方なし 両方なし
明42 12月○ 12月○ 両方なし 両方なし 両方なし 両方なし
明43 9月○ 両方なし ○ 両方なし 両方なし 両方なし
明44 × 両方なし 愛なし 両方なし 両方なし 両方なし
明45・
大元 × 両方なし 両方なし 名なし 両方なし 愛なし
大2 × 両方なし 両方なし 両方なし 両方なし 両方なし
大3 1月○ 両方なし 両方なし 両方なし 両方なし 愛なし
大4 ○ 名なし 両方なし 両方なし 両方なし 両方なし
大5 × 名なし 両方なし 両方なし 両方なし 両方なし











































 1）  名古屋市公式ウェブサイト内の「多文化共生の推進」





 3） 張慧?『名古屋華僑社会―その歴史と現状―』，ブイツーソリューション，2013． 
 4） 拙稿「戦前期の名古屋におけるタタール人の諸相：人口推移と就業状況を中心に」『名古屋学院大学論集：言語・
文化篇』，24 ― 2（2013），pp. 281 ― 291． 
 5） 名古屋市総務局行政部統計課（編）『名古屋市百年の年輪―長期統計データ集―』，名古屋市，1989，p. 41． 
 6） 明治42年（1909）のみ「在住外国人」となっている。 




 9） 昭和9～ 12年（1934～ 37）版は新愛知新聞社東京支社が，昭和13年（1938）版は合資会社新々社が，昭
和14～ 17年（1939～ 42）版は新愛知新聞社が発行した。 
 10） 昭和6年（1931）末の記録のみ「在留外国人」と記されている。 
 11） 昭和10年（1935）版には，昭和8年（1933）末の「愛知県下在留外国人」が記録されている。 
 12） 立脇和夫（監修）『The Japan Directory：幕末明治在日外国人・機関名鑑』，第29巻（1903年下）・31巻（1904
年下），ゆまに書房，1997． 
 13） 明治35年（1902）より名古屋には清国人あるいは支那人が居住するようになっていたが（表1 ― 2および表2




















の20世紀を生きた人々』，日本経済評論社，2015，p. 4.）。たとえば，『The Japan Directory』では名前の後に
「absent（不在）」と記されている者もいたことから，『The Japan Directory』における「Foreign Residents」は，
登録簿と実地調査の結果をあわせて，作成されたものと推測できる。 
